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2Al　1−2　　 ア ス ベ ス ト結 合 タ ン パ ク質 の 探索 と応 用
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〈 口的 〉　 石 綿 （ア ス ベ ス ト）の 繊維 は 、肺線維症 〔じん 肺）、悪性 1†1皮腫

の 原因に な る とい われ、肺が んを起 こ す可能性が ある こ とが 知 られ て い る。
現在で は使用が禁止 されて い るが、過去に 大量 に使 わ れた 経緯 が あ り、多

くの 建 物 に 取 ワ残 されて い る n 現状の 石 綿の検 出 は 、位相 差顕 微鏡 に よ る

観察や X 線回折法に よ る方 法に よ っ て お り、い ずれ も特殊 な技能や 大型 装

置が必 要で 、時間の か か る 方法で ある 。こ こで はバ イ オ に よ る ア ス ベ ス ト

検 出技術開発 を試み た。
〈方法お よび結果 〉　過去に 使用 され 現在 禁止 さ れ て い る 石綿 は、白石 綿

〔ク リソ タ イ ル）、茶石 綿 （ア モ サ イ ト）、青 石 綿 〔ク ロ シ ドライ ド〕 の三 種

類が あ る。その うち ク リソ タ イ ル に 関 して は本 研究 室 で すで に簡便 に検 出

す る技術 を開発 して い る が 、アモ サ イ トとク ロ シ ドラ イ ドに 関 して は未 開

発で あ っ た 。まず、ア モ サ イ ト、ク ロ シ ドラ ．イ ドに 結合 す る タ ン パ ク質 の

探索を 行 な っ た 。その 結 果 、アモ サ イ ト、ク ロ シ ドラ イ ドに結合す る タン

パ ク質 を い くつ か 発 見 し同 定 す る こ とが で き た。現 在、1司定し た ア ス ベ ス

ト結合 タ ンパ ク質に 発色 す る 酵素を 結 合 さ せ、発色 に よ っ て ア モサ イ トお

よびク ロ シ ドライ ドを 簡便 に 検 出 で きる か どう か検 討を 行な っ て い る。
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【目的】産業の 発展 に 伴い 、様 々 な廃 棄物処 理 の 問題 が年 々 深刻 化 し て き て

い る。タイヤな どをは じめ とする廃 ゴ ム 処 理問題 もそ の ひ とつ で あ る。特

に 、合成 ゴム を主原料 とす る ゴム タ イヤ は 現在、燃 焼や埋 め立 て と い っ た

環境に 負荷 を与え る形で しか 処理 を行 うこ とが で きない 。本研究室 で は ゴ

ム 廃棄問題解決策の ひ とつ して 、微生物を用い た合成ゴ ム 分解 を行 っ て お

り、合成 ゴ ム を分解する Enterobacter種バ クテ リア の 菌体 内に 存在 する ゴ ム

分解反応 に 寄 与
．
す る酵素の 抽出や解析に 取 り組 んで きた。本酵 素は、墓 質

で あ る ス チレ ン
・ブタ ジ エ ン 共重合ラパ ー

と反応 し、生成 物と して ア ル デ

ヒ ドを生成す る こ とがわか っ て い る．本発表で は、合成 ゴ ム 分 解菌の もつ

ゴム 分解酵素 を、菌体 より柚出
・
純 化する 方法、お よ び粗 酵素 を用 い た 酵

素の 基本プロ フ ァ イル に つ い て 検討を行 っ たの で 報告する 。
【方法

・
結果】目的の バ クテ リア を培養 して 集菌 し、回収 した菌体 を超 音波

破砕に か け、目的の 酵嚢の 可溶化 を行 っ た。不 溶性画分を遠心 分離 して取

り除 き、上清 を硫安沈殿 し、塩出 したタ ン パ ク 質 を透析 した もの を粗 酵 素

溶液 とした。こ れ をイオン 交換ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

とゲル 濾過 ク m マ トグ

ラフ ィ
ー

に 供 し、高い 酵素活性を有 して い る 画分 を得た 。ま た 、粗 酵素 溶

液 を用い て 活性試験を行った とこ ろ、pH 　9．O で 最 も高い 活性が 認め られ、
SBR や天然ゴ ム を炭素源と して 利用 で きる こ とが確 認さ れた。
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